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研究成果の概要（和文）： 源兼行ら 11 世紀半ばの３人の能書が分担揮毫した『古今和歌集』




歌 2 首の各々の当初の位置を特定し、復元し得た。 
 
研究成果の概要（英文）：Seventeen volumes of Kōyagire Kokin-syu, excluding the three 
completed volumes, Vol. 5, Vol. 8 and Vol. 20, have been restored. The Kōyagire Kokin-syu 
is the oldest existing manuscript of the Kokinwakasyu, written by Minamotono Kaneyuki 
and two other skillful masters of calligraphy in the mid-11th century. Of the restored 
volumes, while fragmentary remains or pieces of writing have been found for the six volumes, 
Vol. 1, Vol. 2, Vol. 3, Vol. 9, Vol. 18 and Vol. 19, no original manuscripts of the other 
eleven volumes have been found. These volumes have been made into extensive scrolls 
written in their respective styles of calligraphy, and released for display as well as 
published as a research finding report containing them as illustrations. On another note, 
we were also able to restore Volume 5 upon identifying the original location of the two 
sets of duplicate poems, which were later eliminated. 
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巻二十の完本 3 巻を除く 17 巻を補うことだ
が、巻五も重複揮毫されていた 270・298 番
歌の 2 首が切除された形で伝わるため、これ





































用の「日」と 32・49 番歌の「花」、43 番歌
の「見」の 4 字。第二種では巻三―167 の「花」、






















































○巻一・春歌上 1～68 の 68 首中、40 首半
（含模写 4 首）判明 → 27 首半復元 
○巻二・春歌下 69～134 の 66 首中、復元
時 35 首半判明 → 30 首半復元 
＊復元後、模写を含む 4 首が判明。 
（次項「５．主な発表論文等」〔雑誌論文〕
の②参照） 
○巻三・夏歌 135～168 の 34 首中、13 首
（含模写 1 首）判明→ 21 首復元 
○巻九・羇旅歌 406～421 の 16 首中、復元
時 7 首伝存 → 9 首復元 
＊復元後、巻末歌の模写判明。 
○巻十八・雑歌下 933～1000 の 68 首中、
40 首（含模写４首）判明 → 28 首復元 
＊前掲『貫之卿筆古今和謌集第十八』に準拠 
○巻十九・雑体 1001～1068 の 68 首中、40
首判明 → 28 首復元 
 
(2) 伝存皆無・全首復元巻 
巻四・秋歌上 169～248 の 80 首 
巻六・冬歌 314～342 の 29 首 
巻七・賀歌 343～364 の 22 首 
巻十・物名 422～468 の 47 首 
巻十一・恋歌一 469～551 の 83 首 
巻十二・恋歌二 552～615 の 63 首 
巻十三・恋歌三 616～676 の 61 首 
巻十四・恋歌四 677～746 の 70 首 
巻十五・恋歌五 747～828 の 82 首 
巻十六・哀傷歌 829～862 の 34 首 






また巻十九は判明率約 6 割で、残り 28 首、
４割の復元であったが、1003 番歌を除く巻


































版や、筑波大学新聞 2 月 7 日刊 291 号、4 月
25日刊 292号で報じられた。専門誌紙でも、
2 月 1 日刊行の書道美術新聞 954 号のほか、










は、当初から 2 月の復元全巻展示後、1 か月
半で仕上げるというタイトな日程ではあっ

































〔雑誌論文〕（計 1 件） 
○1   森岡隆、「高野切古今集」巻二－１３１
番歌模写断簡出現の意義、書の美、査読



































































巻一  手島和典・吉嶺絵利 
巻二  中谷 正 
巻三  髙橋佑太 
巻四  倉持宗起 
巻六  髙橋佑太 
巻七  橋本貴朗 
巻九  林 信賢 
巻十  手島和典・中村裕美子 
巻十一 中溝朋美 
巻十二 髙橋智紀 




巻十七 若松志保  
巻十八 楠山美智子 
巻十九 川口仁美・安生成美 
